
 

 

 

                      

                              （堀内講師）                    (池田町)     

     

チラシ                  （立科町）                  （高森町） 

講 座 の名 称 「フィンランドから学ぶウェルビーイング」」 ＜池田町・立科町・高森町共催講座＞  

講 座 の目 的 
先進的な取組で知られるフィンランドでの働き方・休み方、教育、政治などを知り、自分達のくら

し方やはたらき方、環境等にどう生かして行くか、男女共同参画の視点から学ぶ。 

募 集 対 象 長野県内在住・在勤・在学の方 

定 員 人 数 
会場：池田町30名、立科町5名 

高森町200名 
オンライン80名 

申込
人数 

会場計 35名 
オンライン 62名 

当 日
参 加
人 数 

会場：池田町10名立科
町13名、高森町12名 
オンライン38名 

申 込 方 法 ながの電子申請サービス、電話、FAX、メール 

託 児 なし 

回 数 1回 

開 催 場 所 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ会場：池田町交流センターかえで、立科町中央公民館、高森町福祉センター 

日 時 1月 27日 (土) 13:30～15:30 

講 師 堀内 都喜子さん （ライター） 

開 催 内 容 講義「フィンランドから学ぶウェルビーイング」 

オンライン（Zoom ミーティング）と 3町でのパブリックビューイング 

参 加 者 の声 

 

・ ウェルビーイングへの理解が広がりました。 

変えることをあきらめないという粘り強い取り組みの大切さに同感です。 

・ 日本とは全く異なったフィンランドの方たちの考え方や、働き方を学ぶことができてよかった。

今後の自分の生活に生かしていけたらと思う。 

・ オンラインでしたが、講師の方のお話がよく伝わってきました。 

今後の仕事、生活に生かせるヒントがたくさんありました。 

・ また聞いてみたいなと思いました。 

・ 日本の中でフィンランドを感じる機会はないので、このようにお話をお聞きすることができて非

常に興味深かったです。「子どもの成長を写真の中だけで思い出したくない」という言葉が心

に深く残っています。 

令和５年度 講座実施報告書 
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